
 

 

なぜツナ缶とカツオ節？ 

沖縄の暮らしから考える地震対策 

◆日時 

7月 24日(金) 

16:00〜17:30 

◆会場 

県立看護大学 

４階･大講義室  

■ 講座の趣旨 

地震や台風などの災害が起きたとき、私たちの「食」はどうなるでしょうか。 

実は、沖縄には昔から受け継がれてきた食文化の中に、災害にも強い知恵が息づいています。 

ツナ缶・カツオ節・味噌・昆布・切り干し大根…… 

これらはただの「おかず」ではありません。 

栄養豊富で長期保存ができ、災害時にこそ力を発揮する「命をつなぐ食材」です。 

本講座では、沖縄の伝統的な食文化と「みんなで持ち寄り、みんなで作り、みんなで食べる」と

いうシェアの精神をヒントに、今日からできる地震対策をわかりやすくお伝えします。 

 

■ 講師 稲垣 暁先生（社会福祉士・防災士） 

 

元毎日新聞記者。1995 年阪神･淡路大震災を経験(震度７)。 

被災後は高齢者・障がい者支援のボランティアなどに参加、 

関西学院大学大学院を修了。 

2005 年に沖縄へ移住後は、地域活動・大学教育・各地の被災地

支援に取り組む。現在、沖縄県立看護大学等の非常勤講師。 

RBCi ラジオ「アップ!!」水曜 防災コメンテーターで活躍中！ 

◆ 参加されるみなさんへ 

「備える」というと、つい特別なことのように感じがちです。でも、わたしたち沖縄県民が戦前・戦後 

の苦しい時代を地域の力で乗り越えてきたように、日常の食卓と地域のつながりの中にこそ､最強の

防災があります。今回､“わが家の食卓から始める防災”を一緒に考えていけたらと思います！ 
 

 

 

 

 

 
公開講座  

無料 

＊事前のお申込みは必要ありません。当日、会場にお越しください。 

＊ご協力のお願い：駐車場が限られているため、公共交通機関、または 

近隣の有料駐車場をご利用ください。 

【お問合せ先】 沖縄島嶼保健看護協働センター（山口・佐久川） 電話：098-833-8800  


